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は
じ
め
に

　

本
年
8
月
7
日
（
金
）、
岩
田
清
文
副
会
長
と
と
も
に
、
台
湾
の
高
雄

市
に
お
い
て
、「
漢
光
42
号
実
兵
演
習
」
及
び
「
都
市
強
靭
性
（
防
空
）

演
習
」
の
一
部
を
研
修
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

1
　
各
演
習
の
概
要

　
「
漢
光
演
習
」
は
、
国
防
部
・
軍
が
主
催
す
る
実
動
演
習
で
、
本
年

は
8
月
5
日
（
水
）
か
ら
14
日
（
金
）
ま
で
の
間
、「
漢
光
42
号
実
兵

演
習
」
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
台
湾
の
報
道
機
関
に
よ
り
ま
す
と
、

か
つ
て
の
所
謂
展
示
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
か
ら
脱
却
し
、

本
「
漢
光
42
号
」
に
お
い
て
は
組
織
改
革
と
訓
練
に
重
点
を
置
く
、
台

本
の
な
い
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
生
地
で
の
実
戦
的
な
演
習
で
あ
り
、「
全

旅
団
動
員
・
戦
力
回
復
効
率
」「
全
社
会
防
衛
強
靭
性
」「
突
発
的
状
況

へ
の
対
応
・
指
揮
対
応
」
な
ど
を
主
要
演
練
項
目
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
都
市
強
靭
性
（
防
空
）
演
習
」
は
「
漢
光
42
号
」
に
統
合
さ
れ
た

形
で
、「
全
社
会
防
衛
強
靭
性
」
を
演
練
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
防
部

等
が
主
管
す
る
と
と
も
に
、
国
防
安
全
会
議
や
行
政
院
（
内
閣
）
な
ど

の
方
針
の
も
と
、
各
地
方
自
治
体
（
県
・
市
）
が
主
催
し
て
、
統
制
さ

れ
た
「
防
空
演
習
」
及
び
通
信
速
度
低
下
へ
の
対
応
を
訓
練
す
る
「
モ

バ
イ
ル
通
信
速
度
低
下
訓
練
」
の
他
、
各
地
方
自
治
体
計
画
の
「
災
害

救
援
訓
練
」「
動
員
訓
練
」
等
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
「
防
空
演
習
」
は
8
月
7
日
と
10
〜
13
日
に
か
け
て
、
南
部
、
中
部
、

離
島
、東
部
、北
部
の
順
で
各
地
域
ご
と
に
、日
中
の
30
分
間
実
施
さ
れ
、

防
空
警
報
下
、
交
通
規
制
が
敷
か
れ
、
走
行
中
の
車
は
路
肩
に
停
車
、

通
行
人
は
屋
内
や
地
下
に
退
避
す
る
等
、
警
察
や
憲
兵
な
ど
の
指
示
に

従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
モ
バ
イ
ル
通
信
速
度
低
下
訓
練
」
は
台
湾
初
の
大
規
模
な
訓
練
で
、

8
月
10
日
及
び
13
日
に
中
部
地
区
及
び
北
部
地
区
に
お
い
て
「
防
空
演

習
」
と
並
行
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
報
道
に
よ
る
と
、
有
事
に
お
け

る
政
府
の
対
応
能
力
の
検
証
及
び
民
衆
自
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
整

備
の
重
要
性
周
知
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
意
識
の
向
上
が
狙
い
で
す
。
今
回

の
訓
練
は
、
基
本
的
な
通
信
は
通
常
ど
お
り
利
用
で
き
る
も
の
の
、
日

中
の
30
分
間
に
わ
た
り
通
信
速
度
を
低
下
さ
せ
、
動
画
配
信
、
ビ
デ
オ

通
話
、
モ
バ
イ
ル
決
済
な
ど
、
大
容
量
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
し
た
。

2
　
実
際
の
研
修

　

ま
ず
は
、
高
雄
市
に
お
い
て
、「
漢
光
42
号
実
兵
演
習
」
の
一
環
で

あ
る
、
台
湾
海
軍
の
左
栄
総
医
院
が
実
施
し
た
「
軍
・
公
・
民
間
医
療

「
我
々
は
同
じ
く
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
る
者
で
あ
る
」

理
事
長　

岡
部　

俊
哉
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統
合
に
よ
る
負
傷
者
移
送
及
び
医
療
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
移
転
訓
練
」
を

研
修
し
ま
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
国
防
部
軍
備
副
部
長
の
統
裁
の
も
と
、
国
防
部
軍
医
局

が
主
催
し
、
軍
病
院
及
び
民
間
病
院
が
演
練
し
た
も
の
で
す
。
前
線
か

ら
高
雄
市
所
在
の
海
軍
病
院
に
後
送
さ
れ
て
来
た
負
傷
者
を
、
同
院
か

ら
複
数
の
民
間
病
院
に
移
送
し
て
兵
士
の
身
体
・
生
命
を
守
る
と
と
も

に
、
大
量
の
負
傷
者
発
生
時
に
備
え
、
海
軍
病
院
が
対
応
す
る
た
め
の

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
常
時
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

本
訓
練
に
参
加
し
た
高
雄
市
に
所
在
す
る
民
間
の
義
大
医
院
は
、
有

事
に
は
同
院
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
を
一
般
患
者
と
区
分
し
た
戦
傷
者
受
け
入

れ
専
門
病
棟
と
し
て
50
床
確
保
で
き
る
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
海
軍
左

栄
総
医
院
か
ら
負
傷
者
移
送
受
入
れ
の
依
頼
を
受
け
た
義
大
医
院
で

は
、
事
前
に
連
絡
員
か
ら
症
状
等
患
者
の
情
報
を
入
手
す
る
と
と
も
に
、

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
待
機
、
到
着
と
と
も
に
速
や
か
に
患
者
を
申

し
受
け
て
、
治
療
を
開
始
し
ま
す
。

　

訓
練
終
了
後
、
A
A
R
（
事
後
検
証
）
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
医
学
的
・
運
用
上
の
見
地
か
ら
様
々
な
問
題
認
識
や
建
設
的

な
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
民
間
の
義
大
医
院
長
か
ら
の
発
言
が
印
象
深

い
も
の
で
し
た
。

　
「
本
演
習
に
お
い
て
我
が
医
院
を
選
定
い
た
だ
き
、
誠
に
光
栄
で
あ

る
」
そ
し
て
「
我
々
は
同
じ
く
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
軍
服
と
白
衣
）
を
着

る
者
で
あ
る
。
軍
は
台
湾
本
土
を
守
り
、
医
者
は
台
湾
の
人
々
の
命
を

守
る
。互
い
に
台
湾
を
守
っ
て
い
る
。我
々
は
12
階（
戦
傷
者
専
門
病
棟
）

を
空
け
て
お
く
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
力
強
く
さ
れ
た
の
で
し
た
。

台
湾
を
守
り
抜
く
堅
固
な
意
志
と
、
白
衣
と
い
う
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

る
医
療
従
事
者
と
し
て
の
決
意
が
込
め
ら
れ
た
、
正
に
宣
言
で
し
た
。

統
裁
官
以
下
A
A
R
に
参
加
し
た
者
は
、
我
々
の
様
な
各
国
の
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
も
含
め
、
拍
手
喝
采
、
大
い
に
感
動
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

更
に
高
雄
市
が
主
催
す
る
「
都
市
強
靭
性
（
防
空
）
演
習
」
を
研
修

し
ま
し
た
。

　

高
雄
栄
民
総
医
院（
公
営
）に
よ
る「
地
下
代
替
医
療
施
設
移
転
訓
練
」

で
、
災
害
状
況
下
に
お
け
る
同
病
院
の
地
下
1
階
駐
車
場
へ
の
病
院
機

能
の
移
転
訓
練
で
し
た
。
本
訓
練
に
は
蕭

シ
ョ
ウ

美ビ

琴キ
ン

副
総
統
等
の
現
地
視
察

が
あ
り
、
更
に
蕭
副
総
統
が
移
転
し
た
各
医
療
部
署
に
お
い
て
熱
心
に

質
問
さ
れ
る
姿
を
鑑
み
る
に
、
災
害
想
定
と
し
な
が
ら
も
有
事
を
念
頭

に
置
い
た
重
要
な
訓
練
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
。

3
　
訓
練
研
修
所
見

　

実
質
僅
か
半
日
な
が
ら
、
得
る
も
の
が
多
い
誠
に
有
意
義
な
研
修
で

し
た
。

　

訓
練
の
た
め
の
訓
練
か
ら
脱
却
を
図
り
、
実
戦
に
即
し
た
現
地
現
物

で
訓
練
す
る
「
漢
光
42
号
実
兵
演
習
」
は
元
よ
り
、
30
分
間
と
は
言
え
、

社
会
生
活
・
経
済
活
動
等
に
大
き
く
影
響
す
る
平
日
の
日
中
と
い
う
時
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間
帯
を
使
っ
て
全
土
で
演
練
す
る
「
都
市
強
靭
性
（
防
空
）
演
習
」
に
、

台
湾
海
峡
情
勢
の
緊
張
感
と
台
湾
の
防
衛
に
取
り
組
む
真
剣
な
姿
勢
を

感
得
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
病
院
が
一
般
の
実
患
者
の
診
療
を
継
続
し
つ
つ
、
演
習
に
も
積

極
的
に
参
加
す
る
と
い
う
、
プ
ロ
と
し
て
の
誇
り
と
本
土
防
衛
意
識
の

高
さ
に
重
ね
重
ね
感
激
し
た
次
第
で
す
。

　

義
大
医
院
長
の
発
言
、「
我
々
は
同
じ
く
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
軍
服
と

白
衣
）
を
着
る
者
で
あ
る
」
が
全
て
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

軍
主
催
の
漢
光
演
習
で
の
、
特
に
戦
闘
訓
練
等
の
研
修
は
叶
い
ま
せ

ん
が
、
平
行
し
て
行
わ
れ
る
台
湾
を
挙
げ
た
各
種
訓
練
・
演
習
は
、
事

前
に
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、「
我
々
に
と
っ
て

国
を
守
る
と
は
、
危
機
管
理
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
」
等
を
具
体

的
に
学
ぶ
絶
好
の
機
会
で
、
教
訓
の
多
い
も
の
で
し
た
。
今
後
、
国
の

機
関
、
地
方
自
治
体
、
民
間
団
体
等
か
ら
各
種
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
派
遣

し
て
、
研
修
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
9
月
8
日
、
小
泉
防
衛
相
と
上
野
厚
生
労
働
相
に
よ
り
、
有
事

に
負
傷
し
た
自
衛
官
の
治
療
、
救
命
等
自
衛
隊
の
衛
生
機
能
強
化
に
つ

い
て
の
協
力
確
認
が
な
さ
れ
、
両
省
の
次
官
級
の
協
議
会
を
設
け
て
具

体
的
検
討
を
進
め
る
旨
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
有
事
を
見
す
え
た
両

省
の
協
力
体
制
の
整
備
は
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
既
に
実
動
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
台
湾
の
レ
ベ
ル
ま
で
は
程
遠
い
状
態
で
す
。
こ
れ
か
ら

が
正
念
場
で
す
。

　

更
に
は
国
土
防
衛
作
戦
に
お
い
て
は
、
衛
生
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
、
自
衛
隊
・
公
共
機
関
・
民
間
の
連
携
は
不
可
欠
で
す
。

　

我
が
国
の
防
衛
・
安
全
保
障
に
関
し
、
A
I
や
無
人
ア
セ
ッ
ト
等
の

防
衛
力
整
備
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
足
下
に
も
課
題
は
山
積
で
す
。

台
湾
に
限
ら
ず
他
国
か
ら
貪
欲
に
学
び
、
知
恵
を
絞
り
、
形な

り

振
り
構
わ

ず
突
き
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
危
急
存
亡
の
秋と

き

が
も
う
間
近
に
来
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
悠
長
に
し
て
い
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
日
本
戦
略
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
J
F
S
S
）
H
P
「
台
湾
関
係
」、

『「
漢
光
42
号
実
兵
演
習
」・「
都
市
強
靭
性
（
防
空
）
演
習
」
研
修
報
告
』

（
2
0
2
6
年
8
月
24
日
）
か
ら
転
載
】
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